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の場合〔  〕で表示した。 
・排列は年代順を基本としたが，年代不明の文書に
ついては，推定により配した。 
















  附、右御通帳壱ヶ年切、御代官様年号御〆切可申受事、 
一 御塩賣方之儀相定御直段を以、少も無相違金代賣共二可仕候、尤升目肝曲不仕賣方可 
  仕候事、 
   附、代相場高下有之御直段通不足罷出候ハヽ御塩方御本〆様へ可申上候、惣而拙者 
共勤方之義右御本〆様御指図申受相勤可申事、 
一 拝借仕候御塩運欠損之節、如何様之儀損失并二火難水難等二會申共、御定月之通リ無異儀  
御代金上納可仕候、若難渋仕候ハヽ受人之者共より無滞拝借金之分急度弁納可仕事、 
   附、拙者共并二受人持高人数増減御座候ハヽ、受状早速相直シ可申事、 
一 隠塩賣買仕者ハ勿論、猥成ル儀無之様吟味可仕候、若右之類御座候ハヽ早速可申上事、 
   附、密塩共ニ心付御座候ハヽ御本〆様へ可申上事、 
一 御通帳金高三百五拾切へ受人両人塩受人両人都合欠損人相立、右受人之者共欠 損リ 
尤困窮仕候ハヽ欠 損申上、受人立替可申事、欠 損人分限不宜候ハヽ受人欠 損相 
増可申上事、 
欠損五ヶ條之通急度相守相勤可申候、為其受状之如此ニ御坐候、以上、 
       
高八十六文 家内男三人女三人 百切 玉造郡岩出山新町御塩問屋 甚三郎印 
高七百四十壱文 家内男弐人女壱人  四拾切 同郡同町御百性 受人太惣左衛門印 
高壱〆四百七十七文 家内男弐人女弐人  六拾切 同郡上ノめ村御百性 受入 十右衛門 
高壱〆七百廿八文  家内男三人 七拾五切 同郡下一栗村御百性 塩受人 茂右衛門 
高百三十三文 家内男三人女弐人  七拾五切 同郡同所本町御百性 塩受人 新助㊞ 
右五口合〆三百五拾切 同郡新町組頭 久左衛門㊞ 
                            同郡新町仮検断 権三郎 
                          同郡岩出山肝入 只右衛門印 
                          同郡上ノめ村肝入 万太郎 



















被下置度奉存候、尤御塩拝借之義ハ此度被仰渡候通四ヶ月詰ニ無滞急度    三五度上納可為仕候間、
如願被成下度如斯申上候、已上、 
同年同月                      玉造大肝入 渋谷三右衛門印 
欠損次様 
 
金八拾切                      岩出山新町 御塩問屋 和助 





                                  菱沼栄治㊞ 
寛政四年十月 
 二運治殿  
二瓶運治㊞ 
                             御代官衆 菱沼栄治㊞ 


















   附、拙者共并請人持高人数増減御座候ハヽ受状早速相直可申事 




  事 





       
高八拾文 家内男弐人女三人 玉造郡岩出山新町 御塩問屋 甚三郎㊞ 
            高七文  家内男弐人女弐人       御百姓 右受人 庄兵衛㊞ 




















横帳 １綴 一部破損 28
2 玉造郡岩出山町肝入
検断乍恐奉願候御事





〔享和3年2月〕 玉造郡大肝入樋渡藤吉（印）→伊右衛門様 横帳 １綴 34-
2
























横帳 １綴 一部破損 43
9 御上下御免被成下候
次第書上
文化8年12月 甚三郎→ 折紙 １通 29
10 〔江戸登酒収支等覚
書〕
文化13年2月 岩出山御他領出清酒屋甚三郎→ 横帳 １綴 『宮城県酒造史』p194
～
41





















































横帳 １綴 一部破損 39
22 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
12月10日 新町甚三郎→ 折紙 ２点 同一内容 24
23 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 １通 後欠 26
24 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 １通 後欠カ 19
25 〔甚三郎乍恐口上書を
以申上候御事控〕
－ 〔甚三郎〕→ 折紙 ２点 23






























標題 年月日 差出/作成→宛先 形態 点数 備考 旧番
号
32 〔婚礼用達金覚〕 文政13年4月 国井十郎左衛門（印）・岡[　　　　]（印）→名
取甚三郎殿





















37 〔名取甚三郎願書〕 嘉永1年12月 岩出山本町新町検断甚三郎（印）・玉造大肝
入遊佐甚之丞（印）→七郎左衛門様（印）
継紙 １通 10
38 民図帳 〔安政2年11月〕 高橋新十郎（印）・瀧川庄兵衛（印）→藤原権
太郎殿





大肝入遊佐甚之丞→肝入甚吉殿 横帳 １綴 一部破損 49
40 先祖代々言伝等申上
候御事
〔安政3年〕 〔甚三郎〕→〔代官遠藤小三郎〕 横帳 １綴 綴ハズレ、旧クリップ
綴部分と別々か、
21
41 覚 安政4年6月 新町検断甚三郎→菅太夫様・利左衛門様 横帳 １綴 16
42 下書覚 〔巳年〕6月21日 瑞鳳寺看住雄心院→甚三郎様江 折紙 １通 書入「甚三郎様江御
内見」
22































玉造大肝入千葉甚助（印）→兵助様 折紙 １通 37
49 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕
－ 横半帳 １綴 55
50 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕
－ 横半帳 １綴 54
51 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年2月〕
－ 横半帳 １綴 53
52 陸川海上運送通帳 〔慶応1年7月～
同2年7月〕












横帳 １綴 二丁のみ残存 14
55 〔妙典抜書〕 － － 冊子 １冊 20
56 〔甚三郎由緒等〕 － － 横帳 １綴 後欠、綴ハズレ 25
57 各種経費覚書 － － 横帳 １綴 27
